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1． 全体構想と小委員会との関わりについて 

1-1．再生普及小委員会の目的 

釧路湿原の適正な保全と利用の推進並びに自然再生を活用した環境教育、市民参

加、情報の発信及び提供等に関する事項等について協議する。 
 
(1)検討概要 

検討事項 進  め  方 

環境教育の 

推進 

￭ 湿原保全についての環境教育 

￭ 自然体験の場の構築 

￭ 地域住民が参加できる仕組みづくり 

￭ 環境教育を実践、支援するためのネットワークづくり 

￭ 利用者への環境情報の提供 

￭ 地域リーダーを育成し、維持できる仕組みづくり 

￭ 「市民参加・環境教育等の推進に関する 10 の提言」を踏まえた行動計画づ

くり 

・ 人々の湿原への関心を喚起する 

・ 湿原と人との関わりの歴史と今を知る 

・ 自然再生の仕組みや動きを広める 

・ 自然再生について情報公開と合意形成を進める 

・ 自然再生に地域・市民の参加を促す 

・ 自然再生への幅広い支援・協力を求める 

・ 湿原と継続的に関わる学びの機会をつくる 

・ 新しい国立公園利用を創り出す 

・ 湿原を訪れる人へのサービスを改善する 

・ 人・施設・地域のネットワークをつくる 

湿原景観の 

保全 

￭ 優れた景観の周知と保全意識の高揚 

￭ 湿原周辺の屋外広告物等設置の指導規制 

￭ 釧路川および釧路湿原らしい景観の復元 

自然再生へ

の市民参加

の推進 

￭ 釧路湿原川レンジャー、釧路湿原国立公園ボランティアレンジャーなど

による調査と管理の市民参加 

￭ 自然再生や河川清掃等のボランティア活動に市民が参加できる仕組み

づくり 

￭ 湿原の調査と管理に関する情報の共有化 

保全と利用

の普及啓発 

￭ 利用が自然環境に与える影響検討・把握 

￭ 利用実態や地域の要望の把握・吟味 

￭ 保護と利用の観点からの必要な施設整備 

￭ 基本的ルール、マナーの議論 

￭ 利用のルールの施行、検証 

￭ 利用者への情報提供 

 

(2)ワーキンググループ 

￭ 釧路湿原環境教育ワーキンググループ 

￭ 釧路湿原保全と利用の総合ガイドマップ作成ワーキンググループ 

￭ 釧路川カヌー利用ガイドライン策定ワーキンググループ 

￭ 釧路川におけるトイレのあり方検討会 
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1-2．釧路湿原自然再生全体構想の骨子 

 

1-2-1．背景、経緯 

（釧路での動向） 
z 釧路湿原保全に関する過去の取組み 
z 釧路湿原の近年の急激な環境変化 

（日本での動向） 
z 河川法改正 

・釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会 
z 新・生物多様性国家戦略 

・環境省釧路湿原自然再生事業に関する実務会合 
z 自然再生推進法 

（世界での動向） 
z 環境関連の会議等 

・地球環境サミット（1992 年リオデジャネイロ、2002 年ヨハネスブルク） 
・生物多様性条約 
・ラムサール条約第８回締約国会議（2002 年） 

決議１６「湿地復元の原則とガイドライン」 
 
1-2-2．釧路湿原自然再生の意義・目的、基本的な考え方 

z 我が国最大の湿原（国立公園） 
z 我が国初のラムサール登録湿地 
z 釧路湿原が有する様々な機能 

・水源涵養、水質浄化、洪水調節、野生生物の生息・生育環境、湿原景観 etc. 
z 今ある良好な自然の保全と傷ついた自然の再生 
z 自然の再生とは、何かを造るのが目的ではなく、自然に対する悪影響を取り除くこ

とによって、自然が自らの力で回復していくことを手助けするもの。 
z 釧路湿原を次世代へ継承 

・次世代のための国土保全・環境保全 
z 保全と再生の取組みを世界へ発信 

・日本の事例として世界へ発信することにより地球環境の保全に寄与 
 

1-2-3．対象区域 
z 釧路湿原が直面する課題～湿原の環境変化 

・流域開発、森林伐採、河川の直線化、家畜頭数の増加 etc. 
・開発等による湿原面積自体の減少 
・開発等による流入負荷量の増大（土砂、栄養塩） 

z 流域全体の視点 
・保全・再生の対象は釧路湿原 
・釧路湿原を保全・再生するためには、流入負荷量対策や再生普及啓発など、流域

全体での取組みが必要 
→全体構想の対象区域は釧路湿原及びその流域 
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1-2-4．目標 
z 長期的目標 

・釧路湿原の環境が急激に変化する 1980 年以前の湿原状態に戻す 
z 当面の目標（今後 20～30 年で取組むべき目標） 

・2000 年状態の湿原を維持 
・流域及び河川からの負荷を少なくとも概ね 20 年前の水準に戻す 
・これ以上の湿原の減少・劣化を防ぐとともに人為により消失した湿原を再生させること

により現状の湿原の面積・状態を総量として維持 
 
1-2-5．目標達成のための施策 

（流入負荷量対策、湿原総量維持のための施策） 
z 流域からの影響を強く受けるバッファでの対策 
z 流入負荷などの発生源への対策 

（ソフト的施策） 
z 環境教育の推進 
z 保全と利用の普及啓発 

目標達成のための施策 自然再生事業メニュー 

水辺林、土砂調整地による土砂流入の

防止 

• 水辺林、土砂調整地による土砂流入の防止 
• 湿原流入部の土砂調整地 
• 土砂調整地 
• 河道の安定化対策 

森林の再生などによる保水、土砂流入

防止、生態系の機能向上 
• 裸地、荒廃地等への植林 

湿原の再生 • 湿原の再生 

湿原植生の制御 • 湿原植生の制御 

蛇行する河川への復元 • 蛇行する河川への復元 

水環境の保全 

• 水環境の保全 

• 地下水の保全 

• 湖沼水環境の調査 

野生生物の生息・生育環境の保全 • 野生生物の生息・生育環境の保全 

湿原景観の保全 
• 優れた景観の周知と保全意識の高揚 

• 湿原周辺の屋外広告物等設置の指導規制 

• 釧路川および釧路湿原らしい景観の復元 

保全と利用の普及啓発 

• 利用が自然環境に与える影響検討・把握 

• 利用実態や地域の要望の把握・吟味 

• 保護と利用の観点からの必要な施設整備 

• 基本的ルール、マナーの議論 

• 利用のルールの施行、検証 

• 利用者への情報提供 

環境教育の推進 

• 湿原保全についての環境教育 

• 自然体験の場の構築 

• 地域住民が参加できる仕組みづくり 

• 環境教育を実践、支援するためのネットワークづくり

• 利用者への環境情報の提供 

• 地域リーダーを育成し、維持できる仕組みづくり 



-4- 

1-2-6．実施する上でのポイント 
［調査・事業の進め方］ 
z 目標の設定 

・事業対象地の状況に応じて、実施計画ごとに具体的な目標を設定する。 
z 科学的調査・計画 

・対象となる自然に影響を与えている要素が何かを科学的に調査し、その結果に基づき影

響を取り除くための計画を立案する。 
z モニタリング・評価、順応的管理 

・一度に大規模に行わず、小規模な実験的な事業から着手し、自然再生のプロセスが当初

の仮説どおりか否かをモニタリングする。仮に仮説と異なる結果が出た場合には、手法

を柔軟に見直す「順応的管理」を行う。 
［事業推進の仕組み］ 
z 関係省庁・NPO 等との連携、市民参加 

・上記のプロセスの各段階で、関係省庁、地元自治体、NPO、専門家など各方面の人々と

の連携・協力を行う。 
z 情報の公開と共有 

・調査、事業の合意形成の前提として、基本的にすべての情報をホームページ等を使って

公開し、住民、地元関係団体、専門家をはじめとする関係者が情報を共有できるように

する。 
 
1-2-7．その他自然再生の推進に必要な事項 

［自然再生と地域・生活とのかかわり］ 
z 生活・なりわいの維持向上 

・農業をはじめとする各種産業や生活への影響を最小としつつ、安全な飲み水の確保や景

観の維持・向上につなげていく。また湿原に負荷をかけない環境と調和した農林水産業

やライフスタイルへの転換を促進する。 
z 地域の魅力・活力の向上、地域連携・地域振興の推進 
・再生事業の実施を通じて、湿原と共生する新たな地域のイメージづくりとその発信に努

め、地域振興につなげていく。 
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＜自然再生協議会の枠組み＞ 

1-2-8．釧路湿原自然再生協議会に参加する者の役割分担 
【協議会の組織構成】 
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実施者（農林水産省、国土交通省、環境省、北海道ほか） 

行政（関係行政機関、関係地方公共団体） 

専門家（専門家、学識経験者） 

地域住民、NPO 等 

その他関係者（土地所有者、農業・漁業関係者など） 

全体構想（協議会が作成） 

実施計画（実施者が案を作成し協議） 

 

自然再生事業の実施 

実施計画(全体構想を含む)の公表 

再
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普
及
小
委
員
会(

６) 



1-3.過去の検討経緯と今後

釧路湿原の河川環境保全に関する検討委員会（H11.9 ～）

（抜粋）釧路湿原の河川環境保全に関する提言（H13.3）

９．湿原の調査と管理に関する市民参加

◇湿原の調査と管理に関して市民参加を図ることにより、湿原や流域に

関する認識を高める。

．保全と利用の共通認識10
◇湿原のゾーニングを行い、時期に応じた保全と利用のルール、マナー

の共通認識を持つ。

．環境教育の推進11
◇全世代を対象として、湿原を環境教育の場として活用する。

．地域連携・地域振興の推進12
◇湿原を軸とした地域交流・連携を進める。そのため情報の共有と相互

理解のための場とシステムを整備する。

【湿原利用小委員会 （H12.6 ～）】

●釧路湿原環境教育ワーキンググループ

・環境教育資料の作成

・地域リーダーの育成

●釧路湿原保全と利用の総合ガイドマップ作成ワーキンググループ

・ガイドマップの作成

●釧路川カヌー利用ガイドライン策定ワーキンググループ

・ガイドラインの策定

○釧路川におけるトイレのあり方検討会

釧路湿原自然再生に係る市民参加・環境教育等の推進方策調査懇談会

（H14.9 ～）

市民参加・環境教育の推進に関する１０の提言（H15.6）

１．人々の湿原への関心を喚起する

２．湿原と人との関わりの歴史と今を知る

３．自然再生の仕組みや動きを広める

４．自然再生についての情報公開と合意形成を進める

５．自然再生に地域・市民の参加を促す

６．自然再生への幅広い支援・協力を求める

７．湿原と継続的に関わる学びの機会をつくる

８．国立公園の新しい利用形態を創り出す

９．湿原を訪れる人へのサービスを改善する

．人・施設・地域のネットワークをつくる10

釧路湿原自然再生協議会

【再生普及小委員会 （H16.2 ～）】

目的：釧路湿原の適正な保全と利用の推進並びに自然再生を活用した環境教育、市民

参加、情報の発信及び提供等に関する事項について協議する。
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第 1 回湿原利用小委員会

(H12.6.9) 
• 小 委 員 会 の設 立 (趣 旨 、規 約 、委

員 長 選 出 ) 

• 釧 路 湿 原 の利 用 状 況 (湿 原 利 用

年 間 カレンダー) 

• 釧 路 湿 原 川 レンジャー活 動 (募 集

について) 

• 釧 路 湿 原 に意 向 調 査 結 果  

• 釧 路 湿 原 に おける保 全 と利 用 に

つ い て ( 委 員 会 に お け る 共 通 認

識 ) 

第 2 回湿原利用小委員会

(H12.10.20) 
• 第 1 回 の議 事 概 要  

• 利 用 に 関 す る 事 例 検 討 ( 自 転 車

による利 用 の場 合 ) 

第 4 回湿原利用小委員会

(H13.6.28) 
• 第 3 回 の議 事 概 要  

• 湿 原 利 用 の問 題 点 について(カヌ

ー 走 行 が タ ン チ ョ ウ に 与 え る 影

響 、カヌー利 用 実 態 調 査 ) 

• 利 用 に関 する事 例 検 討 (ゴミ、トイ

レに対 する問 題 意 識 ) 

• 平 成 13 年 度 釧 路 湿 原 川 レンジャ

ー活 動  

第 5 回湿原利用小委員会

(H13.12.13) 
• 第 4 回 の議 事 概 要  

• 釧 路 川 カヌー利 用 実 態 調 査 結 果

(年 間 カヌー利 用 数 の想 定 、利 用

実 態 アンケート調 査 結 果 概 要 ) 

• 利 用 に 関 する 事 例 検 討 ( 湿 原 保

全 の た め の ト イ レ 整 備 に つ い て、

釣 り利 用 について) 

• 釧 路 湿 原 川 レ ンジ ャー活 動 につ

いて 

• 具 体 的 施 策 の展 開 について 

第 3 回湿原利用小委員会

(H13.1.30) 
• 第 2 回 の議 事 概 要  

• 利 用 に 関 す る 事 例 検 討 ( 湿 原 保

全 のためのカヌー利 用 の場 合 ) 

• 具 体 的 な施 策 の考 え方 について

(提 言 ) 

湿
原
の
主
な
利
用
で
あ
る
カ
ヌ
ー
に
関
わ
る
利
用
に

つ
い
て
実
態
把
握
と
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題
・
課
題
の
整
理
を
行
っ
た 

利
用
面
か
ら
み
た
保
全
・
管
理
に
関
す
る

提
言
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
た 

Ｈ
１
２
年
度 

湿原利用小委員会 
(目的) 

• 利用と湿原保全・管理のあり方について意見交換を行う。 

• 地域住民、利用者、関係機関の連携、協調、協力関係の構築。 
(設立趣旨) 

• 利用面からみた釧路湿原の河川環境保全・管理に関する提言を行う。 

検討結果(得られた結果) 小委員会の共通認識 開催経緯 

• 各 関 係 機 関 （釧 路 開 建 、国 立 公 園 自 然 保 護 事 務 所 、温 根

内 ビジターセンター、塘 路 湖 ビジターセンター、釧 路 湿 原 ボ

ランティアレンジャーの会 、釧 路 教 育 局 、釧 路 市 教 育 委 員

会 生 涯 学 習 センター、釧 路 市 環 境 部 環 境 政 策 課 、釧 路 市

立 博 物 館 、鶴 居 村 、標 茶 町 ）が湿 原 で開 催 している行 事

（平 成 11 年 度 開 催 行 事 及 び平 成 12 年 度 行 事 予定 の年 間

カレンダーと行事実施箇所図） 

• 湿 原 内 における既 存 の自 転 車 道 路 の利 用

実 態 や地 域 の 要 望 等 を把 握 ・吟 味 する 必

要 がある。 

• 自 転 車 利 用 については、動 植 物 への影 響

を 把 握 す る な ど 自 然 環 境 に 配 慮 し た ル ー

ル・マナーづくりが必 要 である。 

• 環 境 教 育 の観 点 から周 辺 の自 然 環 境 や利

用 上 のルール等 、利 用 者 への情 報 提 供 が

必 要 である。 

• 釧 路 川 で のカヌー利 用 の実 態 を 把 握 する

必 要 がある。 

• カヌー利 用 による自 然 環 境 に与 える影 響 を

調 査 する必 要 がある。 

• カ ヌ ー 業 者 の ル ー ル ・ マ ナ ー の 向 上 の た

め、関 係 市 町 村 が共 通 した規 制 をつくる必

要 がある。 

• カヌー利 用 に あた っての 必 要 なルー ル ・マ

ナー等 の情 報 を提 示 する必 要 がある。 

• 流 域 全 体 のカヌー利 用 について議 論 できる

組 織 づくりが必 要 である。 

• カヌー利 用 によるタンチョウに与 える影 響 を

調 査 する必 要 がある。 

• 湿 原 利 用 者 のモラル向 上 を図 るため、利 用

にあたって必 要 な情 報 提 供 を行 う必 要 があ

る。 

• 細 岡 カヌーポートなど頻 繁 に利 用 されている

場 所 には、トイレの設 置 が必 要 である。 

• ト イレ 設 置 に つ い て議 論 で きる 組 織 を 立 ち

上 げる必 要 がある。 

• 釧 路 川 及 び 釧 路 湿 原 に 設 置 されてい る 既

存 ト イレの活 用 を促 進 するため 、既 存 ト イレ

の場 所 や使 用 可 能 な期 間 等 の情 報 を提 供

する必 要 がある。 

• 利 用 マナーの向 上 を 図 るため、カヌー乗 降

箇 所 にはゴミの投 げ捨 て禁 止 等 の看 板 を設

置 すべきである。 

• 利 用 者 の自 然 利 用 に 対 する自 己 責 任 、自

己 管 理 等 の意 識 改 革 を働 きかけることが先

決 である。 

• 「釧 路 湿 原の河 川 環 境 保 全に関する提 言」の施 策 8～12 を

利用小委員会で議論・了承 

• 釧 路 川 における年 間 カヌー利 用 数 (想 定 値 )、釧 路 川 カヌ

ー利用実態調査結果 

今 回 のカヌー利 用 実 態 調 査 は、釧 路 川 での具 体 的 なカヌ

ーの利 用 実 態 (利 用 回 数 、利 用 区 間 、営 業 状 況 等 )を把 握 す

るために実施した。 

その結 果 、主 にカヌー利 用 が多 い区 間 である塘 路 から細 岡

間 にかけて、タンチョウが目 撃 されており、その場 合 、「その場

でじっとしていた」、「しばらくじっとしていて飛 んでいった」、「逃

げた」などの回答があった。 

別 寒 辺 牛 川 の調 査 結 果 より、「その場 でじっとしていた」はタ

ンチョウが警 戒 行 動 をとっており、「しばらくじっとしていて飛 ん

でいった」は警 戒 行 動 から逃 避 行 動 に移 り、「逃 げた」は逃 避

行 動 をとっているものと推 察 され、カヌー利 用 がタンチョウに何

らかの影響を与えているものと推察できる。 

なお、今 回の調 査 では、タンチョウの行 動 を詳 細 に把 握 する

ところまでには至 っていないことから、タンチョウの行 動 が意 味

する詳 細 な結 果 を把 握 するためには、専 門 家 の助 言 を得 なが

ら調査を行う必要がある。 

－ 課 題 － 
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第 6 回湿原利用小委員会 

(H1４ .８ .20) 
• 第 5 回 の議 事 概 要  

• 小 委 員 会 の開 催 経 緯 と今 後 の方

針  

• 湿 原 の利 用 と保 全 に関 する共 通

認 識 と行 動 方 針  

• 釣 り利 用 実 態 調 査 について 

• 釧 路 湿 原 利 用 に関 する施 策 の展

開 状 況 について(報 告 ) 

第 7 回湿原利用小委員会

(H14.12.19) 
• 第 6 回 の議 事 概 要  

• 湿 原 の保 全 と利 用 に関 する共 通

認 識 と行 動 方 針 の議 論 ( マップ、

環 境 教 育 、カヌー、施 設 整 備 ) 

• 釣 り利 用 実 態 調 査 結 果 （概 況 ）の

報 告  

• 釧 路 湿 原 利 用 に関 する施 策 の展

開 状 況 について(報 告 ) 

• 「湿 原 の利 用 と保 全 に関 する共 通 認 識 と行 動 方 針 」（利 用

情 報 の提 供 、湿 原 周 辺 の自 転 車 利 用 、カヌー利 用 実 態 と

タンチョウへの影 響 調 査 、カヌー利 用 に関 する規 制 ・制 度 、

トイレ・ゴミ問題、流域が連携した取り組み） 

• 平成 14 年度開催行事年間カレンダー 

• 湿原利用者への情報提供を充実させる

ため、様々な情報を図面に整理した「湿

原利用と保全マップ」を小委員会として

作成していく。 

• 環境教育の一環として、総合学習等に利

用しやすい釧路湿原の優れた自然を教

材とした資料等を小委員会として作成

していく。 

• 釧路川のカヌー利用に当たっての必要

なルール、マナー等の情報を提示するた

め、カヌー関係者とも連携の上、「釧路

川カヌー利用ルールガイドライン(仮)」

を小委員会として作成について検討し

ていく。 

• 釣り利用実態調査を実施し、釣り人のマ

ナー向上のための方策を検討していく。

• 多くの観光客等に利用されている細岡

カヌーポートや美留和橋へのトイレ設

置の必要性について議論された。また、

トイレ整備後の維持管理が問題であり、

流域市町村の連携により連絡協議会等

を設立して具体的な管理方針を考えて

いくことや、国からの助成の必要性につ

いて議論された。 

湿
原
の
主
な
利
用
で
あ
る
釣
り
利
用
に
つ
い
て

実
態
把
握
を
行
っ
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Ｈ
１
４
年
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• 「釧路湿原保全と利用の総合ガイドマップ」ＷＧの設立 

• 「釧路湿原環境教育」ＷＧの設立 

• 「釧路川カヌー利用ガイドライン策定」ＷＧの設立 

• 釧路川釣り利用実態調査結果（概況） 

｢湿原利用小委員会｣の開催経緯 

第 8 回湿原利用小委員会

(H15.6.9) 
• 第 7 回 の議 事 概 要  

• 湿 原 の保 全 と利 用 に関 する共 通

認 識 と行 動 方 針 の報 告 (総 括 )(マ

ップ、環 境 教 育 、カヌー、施 設 整

備 ) 

• 釣 り 利 用 に 関 する 共 通 認 識 と行

動 方 針 の議 論  

• 「釧路川釣り利用に関する共通認識と行動方針（案） 

• 総合ガイドマップの記載情報は、2～ 3

年毎に更新する体制を持つ必要がある。

また、価値を持たせるためにも有償配布

が望ましい。 

• 釧路湿原の環境教育資料は、子どもから

大人までの一般市民を対象とし、一度試

験的に使用して、子どもの評価・反応を

見ながら内容の改善を図ってはどうか。

• 釧路川カヌー利用ガイドラインは、特

に、タンチョウ生息地域の検討が必要で

ある。また、カヌー事故と保険制度も考

慮しなければならない。なお、ガイドラ

インの周知方法として、来訪者も対象に

しなければならない。 

• トイレ等の施設の必要性は、カヌー利用

ガイドライン作成と並行した検討が必

要である。また、自己管理を前提とした

議論も必要である。 -7- 
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湿原の利用と保全に関する共通認識と行動方針 

(ワーキンググループの設立) 

 

(1)利用情報の提供について 

 

[共通認識] 

• 環境教育の観点から周辺の自然環境や利用上のルール等、利用者への情報提供が必

要である。(第 1 回) 

 

 [今後の方向] 

• 利用情報 (湿原内の動植物分布状況、各種利用場所・利用ルート、景観ポイント、川

レンジャー等の活動状況、環境学習利用場所・内容、イベント開催状況、利便施設

位置・期間、法令指定状況、カヌー禁止区間・公園内の行為などの利用規則・規制

等 )を１枚の図面に整理した「湿原利用と保全マップ」を小委員会で作成する。 

• 優れた自然を学習する資料の作成。 

• 利用施設の整備(散策路、アクセス路等)の必要性について小委員会で検討する。 

 

 

 

(2)カヌー利用実態とタンチョウへの影響調査について 

 

[共通認識] 

• カヌー利用によるタンチョウに与える影響を調査する必要がある。(第 4 回) 

• 湿原利用者のモラル向上を図るため、利用にあたって必要な情報提供を行う必要が

ある。(第 4 回) 

 

 [今後の方向] 

• カヌー利用がタンチョウに与える影響調査について、専門家等も含めて総合的な判

断を行う。 

• 湿原利用とタンチョウの保全を考慮し、タンチョウの生息環境に関する情報提供を

行う。 

 

(3)カヌー利用に関する規則・制度について 

 

[共通認識] 

• 釧路川でのカヌー利用の実態を把握する必要がある。(第 3 回) 

• カヌー利用による自然環境に与える影響を調査する必要がある。(第 3 回) 

• カヌー業者のルール・マナーの向上のため、関係市町村が共通した規制をつくる必

要がある。(第 3 回) 

• カヌー利用にあたっての必要なルール・マナー等の情報を提示する必要がある。(第

3 回) 

 

 [今後の方向] 

• 「釧路川カヌー利用ルールガイドライン」を小委員会・カヌー利用者等で作成する。  

 

 

マップ作成ワーキンググループ

環境教育資料作成ワーキンググループ

カヌーガイドライン策定ワーキンググループ 
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(4)トイレ、ゴミ問題について 

 

[共通認識] 

• 細岡カヌーポートなど頻繁に利用されている場所には、トイレの設置が必要である。

(第 4 回) 

• 釧路川及び釧路湿原に設置されている既存トイレの活用を促進するため、既存トイ

レの場所や使用可能な期間等の情報を提供する必要がある。(第 5 回) 

• 利用マナーの向上を図るため、カヌー乗降箇所にはゴミの投げ捨て禁止等の看板を

設置すべきである。(第 5 回) 

• 利用者の自然利用に対する自己責任、自己管理等の意識改革を働きかけることが先

決である。(第 5 回) 

 

 [今後の方向] 
• トイレ設置等については、小委員会の方針を定める。 

• 小委員会で議論するため、トイレ及びゴミ問題の現状を具体的に整理する。(トイレ

利用状況・清掃活動状況の調査や現地確認を行う。) 

• 既存のトイレ設置箇所等の情報を利用者に提供する。 

 
 

(5)流域が連携した取り組みについて 

 

[共通認識] 

• 流域全体のカヌー利用について議論できる組織づくりが必要である。(第 3 回) 
• トイレ設置について議論できる組織を立ち上げる必要がある。(第 4 回) 

 

 [今後の方向] 
• 「釧路湿原タスクフォース」の中で、カヌーやトイレについての議論を行う。  
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再生普及小委員会の開催予定（案） 

 

 

第 1 回協議会 

（H15.11.15） 
■ 協議会の設立（趣旨、設置要綱、運営細則、会長選出） 

■ 釧路湿原自然再生の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回協議会 

（H15.12.19） 

■ 協議会スケジュール（案） 

■ 小委員会の設立について 

■ 釧路湿原自然再生全体構想について 

第 1 回再生普及小委員会 

（H16.2.18） 

■ 小委員会の設立（目的、委員長選出） 

■ 全体構想との関わりについて 

■ 小委員会での取り組み 

今までの経緯と今後の方針 

第 3 回協議会 

（H16.3 月予定） 

■ 釧路湿原自然再生全体構想（素案） 

第 2 回再生普及小委員会 

（H16.4 月頃） 

■ 全体構想との関わりについて 

■ 平成 16 年度検討計画 
第 4 回協議会 

（H16.5 月頃） 

■ 釧路湿原自然再生全体構想（修正案） 

各ワーキンググループ等で検討 

第 5 回協議会 

（H16.7 月頃） 

■ 釧路湿原自然再生全体構想の策定 

H 

15 

年 

度 

H 

16 

年 

度 

以 

降 



2．これまでの調査・検討経緯について 

 

2-1．釧路湿原環境教育について 

 

取組内容 

 

取り組む内容は、次の２つの事項とする。 

○ 「釧路湿原環境教育ガイド（児童生徒用）」と「指導資料（教師用）」の作成 

○ 地域リーダーのネットワーク化と育成方針の作成 

（１）「釧路湿原環境教育ガイド（児童生徒用）」と「指導資料（教師用）」の作成 

① 釧路湿原環境教育ガイド（児童生徒用） 

ア 作成目的 

流域の小中学校の「総合的な学習の時間」の学習テキスト用として作成す

る。 

イ 作成するガイド 

a 小学校３，４年用環境教育ガイド 

b 小学校５，６年用環境教育ガイド 

c 中学校環境教育ガイド 

ウ 内容構成 

「総合的な学習の時間」のねらいに基づき学習活動を進めることができるよ

うに、次のことに留意して内容を構成する。 

○ 体験活動の前段階として湿原に関心をもったり、自分の課題をもつこと 

  ができるような基礎的な情報提供 

（例）・湿原の生い立ち ・湿原の自然 ・湿原の特徴 ・湿原と人とのか 

かわり ・湿原の保全 など 

○ 自然との触れ合いや調査・観察などの体験活動の方法、話し合いの方法、 

  発表の方法など、学び方を育てるための自主学習の手引き 

○ 調査するために必要な情報提供（関連施設、関係図書、専門家、NPO 

  など） 

○ 湿原保全のための情報提供 

・取り組んでいる事例 ・取り組んでいる関連機関や施設、団体 など 

② 指導資料（教師用） 

ア 作成目的 

上記の環境教育ガイドを使用して指導する際、教師の参考資料として作成

する。 

イ 作成する指導資料 

a「小学校３，４年用環境教育ガイド」用の指導資料 

b「小学校５，６年用環境教育ガイド」用の指導資料 

c「中学校環境教育ガイド」用の指導資料 

ウ 内容構成 

 ○ 「総合的な学習の時間」で指導するに当たって  （各ガイド共通） 



 ○ 詳しい湿原情報 

 （湿原の生い立ち、湿原の自然、湿原の特徴、   （各ガイド共通） 

    湿原と人とのかかわり、湿原の保全など） 

○ 「環境教育ガイド」の活用方法    （各ガイドごと） 

○ 各ページの解説     （各ガイドごと） 

＊分冊か合本か 

（２）地域リーダーのネットワーク化と育成方針の作成 

① 地域リーダーのネットワークの構築 

ア ネットワーク化の基本方針 

イ ネットワークの活用方法 

ウ 関係者一覧の作成 

地域の専門家、環境教育活動サークル、自然観察団体、NPO、団体など 

② 地域リーダーの育成 

ア 地域リーダーの育成方針 

イ 育成の組織づくり（組織の母胎、関係機関・団体、会議等） 

ウ 育成の方法 

a 小、中学生向け 

・育成のためのカリキュラム開発 

・湿原学習会の開催 

・クラブの結成（湿原クラブ、子どもレンジャー等） 

運営母胎、入会方法、活動内容 

・ジュニア・ガイド制度 など 

運営母胎、認定カリキュラムと講義、認定資格、認定の授与、ジュニア 

・ガイドの活動 

b 高校、大学生向け 

・講座の内容と開催 

・高校、大学との連携（教育課程、講義内容など） 

・サークル、部活と地域リーダーとの関係 
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の
解
説
を
聞
く
人
々
 
カ
ヌ
ー
か
ら
み
る
釧
路
湿
原
 

課
題
つ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
吹
き
出
し
 

＜
釧
路
湿
原
に
行
っ
て
み
よ
う
＞
 

湿
原
展
望
台
、
細
岡
展
望
台
、
温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
 

体
験
活
動
、
施
設
利
用
 

＜
釧
路
湿
原
の
環
境
問
題
を
考
え
て
み
よ
う
＞
 

釧
路
湿
原
の
面
積
の
変
化
 
（
減
少
の
推
移
）
 

野
生
植
物
、
動
物
の
生
態
の
状
況
 

釧
路
川
流
域
に
お
け
る
環
境
汚
染
の
状
況
 

湿
原
の
環
境
保
全
に
関
し
て
の
地
域
住
民
の
意
識
の
実
態
 

地
球
規
模
の
環
境
破
壊
の
問
題
(温
暖
化
、
森
林
の
減
少
等
）
と
の
関
連
 

 課
題
研
究
 

＜
湿
原
へ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
自
分
の
湿
原
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
見
つ
け
よ
う
＞
 

計
画
の
立
て
方
 

服
装
、
持
ち
物
 

安
全
面
の
注
意
 

学
習
の
方
法
、
記
録
の
仕
方
 

＜
釧
路
湿
原
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
＞
 

体
験
し
て
調
べ
る
 

釧
路
湿
原
に
詳
し
い
人
か
ら
情
報
を
得
る
 

本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
で
調
べ
る
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
 

＜
環
境
問
題
を
追
及
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
よ
う
＞
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

図
書
館
の
専
門
書
・
出
版
物
 
 
新
聞
記
事
等
 

各
種
統
計
資
料
の
活
用
 
 
各
方
面
の
人
材
の
活
用
 

湿
原
に
関
す
る
公
共
・
民
間
機
関
等
の
訪
問
、
 

 表
現
 

＜
見
つ
け
た
湿
原
ス
ペ
シ
ャ
ル
＞
 

ま
と
め
方
、
表
現
方
法
の
紹
介
 

 
写
真
 
ビ
デ
オ
 
絵
 
壁
新
聞
な
ど
 

自
分
な
り
の
考
え
を
も
て
る
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
 

＜
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
＞
 

文
や
絵
図
に
し
て
表
す
 

カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
し
て
収
め
ま
と
め
る
 

自
分
な
り
の
ま
と
め
方
を
す
る
 

自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
る
 

＜
実
際
に
釧
路
湿
原
に
出
か
け
て
み
よ
う
＞
 

野
外
学
習
で
の
記
録
の
仕
方
 
 
ビ
デ
オ
 
デ
ジ
カ
メ
等
 

調
査
結
果
の
整
理
の
仕
方
 

湿
原
の
保
全
に
つ
い
て
目
を
向
け
た
自
分
な
り
の
考
え
が
も
て
る
よ
う
に

す
る
 

 発
表
、
交
流
 

＜
じ
ま
ん
し
よ
う
釧
路
湿
原
の
こ
と
＞
 

発
表
、
交
流
の
仕
方
の
紹
介
 

 
湿
原
発
表
会
 
 
 
壁
新
聞
大
会
 
 
 
湿
原
ブ
ッ
ク
 
 
 
な
ど
 

友
達
の
考
え
を
き
い
て
考
え
を
深
め
る
よ
う
な
吹
き
出
し
 

＜
釧
路
湿
原
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
＞
 

ま
と
め
た
こ
と
を
発
表
し
、
交
流
す
る
 

自
分
の
考
え
を
発
表
し
、
交
流
す
る
 

釧
路
湿
原
を
元
に
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
う
 

＜
湿
原
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う
＞
 

記
録
を
基
に
し
た
ま
と
め
方
（
レ
ポ
ー
ト
、
壁
新
聞
等
）
の
工
夫
 

ま
と
め
を
基
に
交
流
を
深
め
る
（
グ
ル
ー
プ
で
、
学
級
内
で
）
 

交
流
し
た
内
容
か
ら
わ
か
っ
た
学
ん
だ
こ
と
を
考
察
と
し
て
ま
と
め
る
 

  発
信
、
行
動
 

＜
こ
れ
か
ら
も
大
事
な
釧
路
湿
原
＞
 

活
動
の
中
で
見
ら
れ
そ
う
な
環
境
問
題
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
 
湿
原
の
乾
燥
化
 

児
童
が
で
き
る
環
境
保
全
へ
の
行
動
化
 

＜
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
＞
 

調
べ
た
こ
と
を
元
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
 

考
え
を
発
信
し
交
流
す
る
 

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
み
る
 

＜
湿
原
の
環
境
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
発
信
し
よ
う
＞
 

自
分
た
ち
の
調
べ
た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
多
方
面
に
発
信
す
る
 

 
校
内
に
 
 
地
域
に
 
 
全
国
に
 

レ
ポ
ー
ト
や
壁
新
聞
、
ポ
ス
タ
ー
を
提
示
、
回
覧
、
配
布
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
 

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
等
 

全
国
で
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
学
校
と
連
携
を
取
り
交
流
す
る
 

資
料
 

協
力
い
た
だ
け
る
施
設
・
団
体
・
個
人
等
の
連
絡
先
や
H
P
ア
ド
レ
ス
（
共
通
）
 

 



2-2.釧路湿原保全と利用の総合ガイドマップについて 

 

１．目的  

 釧路湿原に係るガイドマップとして様々なものが作られているが、保全に係る各種規制

やガイドラインを網羅的にまとめたものはなく、釧路湿原の保全と利用に関する共通認識

の形成を促すことが必要である。 

 このため、釧路湿原の保全と利用に関する各種情報を分かりやすく、かつソフトに伝え

る総合的なガイドマップを作成し、湿原利用者をはじめとする関係者への普及啓発を図る。 

なお、対象は、一般の来訪者を中心に想定し、イラストや写真を用いてわかりやすい表

現とする。また、無償ではなく、大切に使用してもらえるよう有償での配布とする。 

 
２．進捗状況とこれまでの経緯 

第１回、第２回ワーキンググループの意見を踏まえ、環境省東北海道地区自然保護事務

所及び作業チームにおいて、ガイドマップと添付する小冊子叩き台を作成し、第３回ワー

キンググループにおいて示した。その後、そこで提起された意見を踏まえた改良を行い、

第４回ワーキンググループにおいて、記載内容やレイアウト等について概ねの賛同を得た。 
 

第１回 平成14年12月18日 趣旨、基本事項の説明、進め方の検討

第２回 平成15年  2月21日 基本レイアウト、記載情報の検討

第３回 平成15年 5月28日 レイアウト、記載情報の掘下げ

第４回 平成15年10月16日 素案の提示  
 
３．内容 

（１）ガイドマップ 
Ａ1サイズの地図の片面に「規制」、もう一方の面に「利用」についての情報を記載。
主な記載内容は以下の表のとおり。 

 

規制 国立公園

鳥獣保護区

天然記念物

河川区域

利用 観光ポイント 展望台、タンチョウ給餌場、トイレ、駐車場等

マナー・誘導 車両進入禁止、カヌー利用マナー等

ラムサール湿地登録区域

自然再生事業地 広里湿原再生、達古武森林再生、茅沼河川再蛇行化

区域線と色分けによる表示

 

 
 

（２）小冊子 

カラー見開き 27 ページ。「湿原に親しむ、湿原を学ぶ、湿原を守る」という趣旨に



沿って作成。主な記載内容は以下の表のとおり。 
 

マナー ゴミの持ち帰り、野生動物への配慮等

詳細マップ 細岡・達古武、塘路・シラルトロ、温根内・北斗

釧路湿原と人間 開拓秘話、アイヌ民話、自然再生について等

釧路湿原の自然 成立ち、植物、動物、湿原の役割

ラムサール条約 趣旨、渡り鳥ルート

連絡先 交通機関、主要施設等  
 
４．今後のスケジュール 

 最終的な内容の調整、関係機関等による記載内容の確認を行った上で、今春以降の観光

シーズンに利用者の手に渡ることを目標とする。 



2-
3.
2-
3.
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

（
1）

目
的
（
趣
旨
）

（
2）

検
討
項
目
事
例

（
3
）

ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
運
営
方
針

　
湿
原
利
用
小
委
員
会
で
実
施
し
た
釧
路
川

カ
ヌ
ー
利
用
実
態
調
査
結
果
か
ら
、釧
路
川
で

の
カ
ヌ
ー
(原
動
機
付
船
舶
を
含
む
)利
用
に

よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
等
の
自
然
環
境
に
与
え
る

影
響
や
、カ
ヌ
ー
利
用
時
に
お
け
る
ル
ー
ル
の

必
要
性
等
を
踏
ま
え
、「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
作
成
す
る
。

・
運
営
方
針

●
開
発
局
が
主
体（
事
務
局
）に
、利
用
小
委
員
会
委
員
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
専
門
家
、タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ

ー
で
構
成

●
カ
ヌ
ー
利
用
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
及
ぼ
す
影
響
に
関

し
て
、専
門
家
を
交
え
て
議
論

●
上
記
意
見
を
踏
ま
え
、Ｗ
Ｇ
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(素
案
)

を
作
成

●
素
案
に
つ
い
て
、カ
ヌ
ー
利
用
者
等
か
ら
意
見
を
聴

取（
新
聞
で
の
意
見
募
集
掲
載
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
）

●
各
種
意
見
を
基
に
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
案
を
作
成

●
利
用
小
委
員
会
で
審
議
し
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

●
カ
ヌ
ー
利
用
者
を
集
め
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
会

を
開
催
、関
係
各
所
へ
配
布

・
工
程

●
Ｈ
14
～
会
の
設
立
、検
討
方
針
の
決
定

●
Ｈ
15
～
具
体
的
に
内
容
を
検
討
し
、素
案
作
成

  
  
  
  
カ
ヌ
ー
利
用
者
等
か
ら
の
意
見
聴
取

●
Ｈ
16
～
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、説
明
会
開
催

●
カ
ヌ
ー
利
用
客
の
安
全
性
に
つ
い
て（
保
険
、

事
故
等
、安
全
の
た
め
に
必
要
な
基
準
）

●
カ
ヌ
ー
利
用
の
推
進
に
つ
い
て
(利
用
情
報
提

供
)

●
カ
ヌ
ー
利
用
に
伴
う
自
然
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
に
つ
い
て
(情
報
提
供
、必
要
な
施
設
等

整
備
、調
査
研
究
)

●
カ
ヌ
ー
利
用
規
制
の
必
要
性
に
つ
い
て

●
利
用
者
か
ら
の
負
担
金
に
つ
い
て

●
行
政
機
関
、カ
ヌ
ー
利
用
者
の
責
務
に
つ
い
て

●
カ
ヌ
ー
利
用
者
と
の
意
見
交
換
の
場
の
設
置

に
つ
い
て

2-
3-
1.

2-
3-
1.
「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
作
成
に
つ
い
て

「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
作
成
に
つ
い
て



釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

2-
3-
2.

2-
3-
2.
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
に
つ
い
て
の
問
題
点
・
課
題

釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
に
つ
い
て
の
問
題
点
・
課
題
(整
理
例

整
理
例
)

「
湿
原
利
用
小
委
員
会
で
の

こ
れ
ま
で
の
意
見
」

「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
け
る
利
用
上
の
問
題
・
課
題
等
」

「
釣
り
利
用
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
け
る
利
用
上
の
問
題
・
課
題
等
」

●
釧
路
川
で
の
カ
ヌ
ー
利
用
の
実
態
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。

●
カ
ヌ
ー
利
用
に
よ
る
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
カ
ヌ
ー
利
用
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
与
え
る
影
響

を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
カ
ヌ
ー
業
者
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上
の
た
め
、

関
係
市
町
村
が
共
通
し
た
規
制
を
つ
く
る
必
要
が

あ
る
。

●
カ
ヌ
ー
利
用
に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
等
の
情
報
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
流
域
全
体
の
カ
ヌ
ー
利
用
に
つ
い
て
議
論
で
き
る

組
織
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

●
カ
ヌ
ー
乗
降
箇
所
に
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
禁
止
等
の

看
板
を
設
置
し
て
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

●
利
用
者
の
自
然
利
用
に
対
す
る
自
己
責
任
、自
己

管
理
等
の
意
識
改
革
を
働
き
か
け
る
こ
と
が
先
決

で
あ
る
。

●
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
、ヨ
ッ
ト
等
が
近
づ
い
て
き
て
危
な
い
。

●
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
よ
り
も
キ
ャ
ン
パ
ー
、釣
り
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
い
。

釧
路
川
の
利
用
は
カ
ヌ
ー
だ
け
で
な
く
、キ
ャ
ン
プ
、釣
り
等
が
あ

る
。そ
れ
ら
の
調
査
も
必
要
な
の
で
は
な
い
の
か
。

●
カ
ヌ
ー
を
行
う
場
合
も
、右
岸
に
は
決
し
て
立
入
ら
な
い
、む
や
み

に
上
陸
し
な
い
、川
底
を
か
き
ま
わ
さ
な
い
、野
生
動
物
に
近
づ
か

な
い
等
の
厳
し
い
規
制
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

●
カ
ヌ
ー
の
横
で
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
を
乗
ら
れ
る
と
、大
変
危
険
で

あ
る
。看
板
を
た
て
る
と
か
、危
険
の
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
。

●
夏
場
混
乱
す
る
源
流
出
発
点
、美
留
和
橋
、コ
ッ
タ
ロ
、細
岡
は
車

を
止
め
る
所
が
狭
く
困
っ
て
い
る
。

●
釣
人
が
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
は
平
気
で
右
岸
に
多
人
数
が
入
り
込
ん

で
い
る
の
が
気
に
な
る
。

●
カ
ヌ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
陸
に
上
が
っ
て
か
ら
の
ゴ
ミ
、タ
バ

コ
の
川
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
あ
る
。

●
湿
原
の
保
護
区
内
へ
の
立
入
り
は
、カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
よ
り
も
釣
人

の
方
が
圧
倒
的
に
多
く（
９
割
以
上
と
思
わ
れ
る
）、
何
ら
か
の
規

制
が
必
要
と
思
う
。

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
い
な
い
人
が
い
る
。

●
個
人
で
利
用
し
て
い
る
方
の
中
に
沈
し
た
時
、回
収
出
来
な
い
で

放
置
し
て
帰
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
。

●
混
み
合
う
時
期
に
川
で
ポ
ー
ル
練
習
を
し
た
り
、狭
い
駐
車
場
で

一
人
一
台
の
駐
車
と
か
、今
後
話
し
合
い
の
場
が
必
要
だ
と
思
う
。

●
古
タ
イ
ヤ
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
岸
辺
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
る
が
、除

去
に
つ
い
て
行
政
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
必
要
だ
と
思
う
。

●
安
全
性
の
面
か
ら
見
て
も
、リ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
の
よ
う
な
人
が

い
れ
ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

【
規
制
、制
度
、ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
】

●
釧
路
川
及
び
そ
の
支
流
、湿
原
な
ど
、全
て
を
禁
漁
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、保
全
作
業
が
優

先
さ
れ
、心
の
束
縛
が
あ
っ
て
は
本
当
の
自
然
保
護
に
連
携
さ
れ
な
い
。規
則
よ
り
釣
り
人
の
優
し

さ
、良
心
に
委
ね
、知
性
を
高
め
る
ほ
う
を
先
行
し
て
ほ
し
い
。

●
制
限
よ
り
開
放
と
い
う
方
向
性
の
中
で
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

●
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
の
法
的
な
整
備
等
を
す
る
べ
き
で
、釣
り
に
つ
い
て
は
有
料
で
も
構

わ
な
い
と
思
う
。そ
こ
ま
で
し
て
で
も
、イ
ト
ウ
の
放
流
や
川
の
自
然
保
護
を
す
る
べ
き
だ
。

●
日
本
で
は「
禁
漁
」と
い
う
法
的
概
念
が
あ
る
が
、ア
メ
リ
カ
で
は「
禁
殺
」と
い
う
法
律
が
あ
る
。つ

ま
り
、魚
は
釣
っ
て
も
い
い
が
、決
し
て
殺
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
。こ
れ
は
大
変
有
効
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
規
則
を
し
っ
か
り
作
り
、そ
れ
を
監
視
す
る
体
制
を
作
る
。マ
ナ
ー
を
守
れ

な
い
人
は
釣
り
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

●
釣
り
人
が
国
立
公
園
へ
立
ち
入
る
事
の
で
き
る
ラ
イ
セ
ン
ス
制
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。そ
う
す
れ

ば
、個
々
の
責
任
を
少
し
で
も
持
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

【
マ
ナ
ー
、モ
ラ
ル
に
つ
い
て
】

●
釣
り
に
行
っ
て
悲
し
い
事
は
、ゴ
ミ
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。マ
ナ
ー
の
教
育
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

●
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
ル
ー
ル
を
守
り
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
た
釣
り
人
を
育
成
す
る
機
会
を
設
定
す
べ
き
。

●
釣
り
人
の
去
っ
た
あ
と
の
ゴ
ミ
。こ
れ
は
ひ
ど
い
。も
っ
と
、一
人
一
人
が
考
え
て
自
分
の
ゴ
ミ
く

ら
い
は
自
分
で
持
ち
帰
る
位
の
事
は
、釣
り
人
が
率
先
し
て
行
動
す
る
べ
き
だ
。

●
個
人
の
マ
ナ
ー
も
必
要
だ
が
、も
っ
と
目
に
付
き
や
す
い
所
に
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
等
の
広
告
で
、釣

り
に
対
す
る
マ
ナ
ー
や
知
識
を
訴
求
し
て
も
よ
い
の
で
は
。

●
免
許
制
や
許
可
制
度
な
ど
の
方
法
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。釣
れ
る
だ
け
釣
る
の
で
な
く
、自
分
が
食

べ
る
分
だ
け
釣
る
よ
う
に
す
る
、な
ど
の
講
習
を
行
い
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
図
る
。

●
禁
漁
時
期
の
河
川
で
の
釣
り
、ゴ
ミ
の
問
題
な
ど
監
視
の
必
要
性
を
感
じ
る
。

●
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
を
進
ん
で
す
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
(禁
漁
河
川
を
増
や
す
の
も
一
方
法
)

●
サ
ク
ラ
マ
ス
の
密
漁
防
止
策
を
図
る
。

●
利
用
に
お
け
る
共
通
し
た
ル
ー
ル
等
の
規
制
(ラ
イ
セ
ン
ス
制
の
導
入
等
法
的
な
整
備
)を
つ
く
り
、利
用
者
に
対
し
て
情
報
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

●
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、自
己
責
任
、自
己
管
理
等
の
意
識
改
革
を
働
き
か
け
る
よ
う
な
情
報
等
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
カ
ヌ
ー
等
利
用
に
つ
い
て
議
論
で
き
る
組
織
の
設
立
が
必
要
で
は
な
い
か
。

●
利
用
時
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

●
監
視
人
の
設
置
等
の
監
視
体
制
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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2-
3-
3.
「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
に
つ
い
て

「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
に
つ
い
て

７
.カ
ヌ
ー
利
用
者
を
集
め
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
会
を
開
催
、関
係
各
所
へ
配
布

①
カ
ヌ
ー
利
用
者
へ
の
情
報
提
供

②
関
係
機
関
や
観
光
協
会
、カ
ヌ
ー
利
用
者
等
へ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
配
布（
広

く
周
知
）

③
Ｈ
16
に
実
施

開
発
局
が
主
体（
事
務
局
）に
、利
用
小
委
員
会
委
員
、タ
ン
チ
ョ
ウ
の
専
門

家
、タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
で
構
成
。

１
. 「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
」W
Gの
設
立

①
岩
渕
委
員
、杉
沢
委
員
、西
川
委
員
、百
瀬
委
員
、松
本
研
究
員
、タ
ス
ク

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
で
構
成

②
Ｈ
14（
2回
程
度
）設
立
、策
定
ま
で
の
検
討
方
針
を
テ
ー
マ
に
議
論

２
.カ
ヌ
ー
利
用
者
の
安
全
に
関
す
る
事
項

　
●
安
全
の
た
め
に
必
要
な
基
準
の
設
置

４
.カ
ヌ
ー
利
用
に
伴
う
自
然
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減

　
 に
関
す
る
事
項

　
●
広
報
・
啓
発

　
●
カ
ヌ
ー
利
用
に
関
す
る
情
報
提
供
、助
言
、そ
の
他
必
要
な
事
項

　
●
自
然
環
境
の
負
荷
の
低
減
の
た
め
に
必
要
と
な
る
施
設
整
備

　
●
調
査
研
究

　
●
カ
ヌ
ー
利
用
監
視
員
の
設
置
(指
導
及
び
啓
発
活
動
)?

３
.カ
ヌ
ー
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事
項

６
.利
用
負
担
金
に
つ
い
て

２
. 「
カ
ヌ
ー
利
用
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
議
論

①
カ
ヌ
ー
利
用
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、類
似
調
査
事
例（
辺
寒
部
牛
川
、阿
寒

川
）、
釧
路
湿
原
に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
調
査
等
を
基
に
議
論

②
Ｈ
15
(1
回
程
度
)

３
.上
記
意
見
を
踏
ま
え
、「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(案
)」
を
作
成

①
Ｈ
15（
4回
程
度
）で
検
討

４
.案
に
つ
い
て
、カ
ヌ
ー
利
用
者
等
か
ら
意
見
を
聴
取

①
新
聞
で
の
意
見
募
集
掲
載（
釧
路
川
流
域
を
対
象
）

②
カ
ヌ
ー
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
見
聴
取（
釧
路
川
利
用
者

を
対
象
）

③
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
意
見
聴
取（
流
域
外
を
対
象
）

④
Ｈ
15
に
実
施

５
.各
種
意
見
を
基
に
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(修
正
案
)を
作
成

①
部
会
を
2回
程
度
開
催
し
て
策
定
案
を
作
成

②
Ｈ
15
に
実
施

６
.利
用
小
委
員
会
で
審
議
し
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定（
Ｈ
16
実
施
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
WG
の
設
立
趣
旨

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
手
順

具
体
的
な
検
討
項
目

(ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
構
成
方
針
例
)

賢
明
な
利
用
の
実
現
化

賢
明
な
利
用
の
実
現
化

賢
明
な
利
用
の
実
現
化

１
.策
定
の
趣
旨

　
●
目
的
、策
定
の
背
景

　
●
定
義
(ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
掲
げ
る
用
語
の
定
義
)

　
●
責
務（
行
政
、カ
ヌ
ー
利
用
者
）（
条
例
化
す
る
か
？
）

７
.カ
ヌ
ー
利
用
者
と
の
意
見
交
換
の
場
の
設
置

　
●
○
○
会
の
設
置

　
●
○
○
会
の
組
織
等

５
.カ
ヌ
ー
航
行
に
関
す
る
規
制
事
項

　
●
カ
ヌ
ー
航
行
規
制
区
域
・
期
間

　
●
原
動
機
の
使
用
(騒
音
・
ス
ピ
ー
ド
)

　
●
停
止
命
令

　
●
カ
ヌ
ー
操
船
者
の
遵
守
事
項

■
釧
路
川
及
び
釧
路
湿
原
の
自
然
環
境
を
で
き
る
限
り
健

や
か
な
ま
ま
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

■
釧
路
川
及
び
釧
路
湿
原
の
自
然
環
境
や
周
辺
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
に
関
し
て
で
き
る
限
り
負
荷
を
か
け
な
い

　
釧
路
川（
釧
路
湿
原
）に
お
け
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
生
育

・
生
息
等
へ
の
カ
ヌ
ー
利
用
(原
動
機
付
船
舶
含
む
)が

及
ぼ
す
影
響
や
、カ
ヌ
ー
利
用
に
あ
た
っ
て
の
共
通
認

識
の
確
立
を
図
る
た
め
、行
政
、カ
ヌ
ー
利
用
者
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、行
政
の
行
う
施
策
の
基

本
と
な
る
事
項
を
定
め
、カ
ヌ
ー
の
航
行
に
関
す
る
規

制
、自
然
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
カ
ヌ
ー
の
利
用
の

推
進
、そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、釧
路
川
の
カ
ヌ
ー
利
用
に
伴
う
自
然
環
境

へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、釧
路
川
周
辺
に

お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
に
資
す
る
等
、釧
路
川
に
お

け
る
カ
ヌ
ー
利
用
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
策
定
す
る

た
め
、カ
ヌ
ー
利
用
者
、自
然
環
境
の
専
門
家
、関
係
行

政
機
関
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
立
す

る
。

釧
路
川
で
の
カ
ヌ
ー
(原
動
機
付
船
舶
を
含
む
)利
用
に
よ
る
タ
ン
チ
ョ
ウ
等
の
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
や
、
カ
ヌ
ー
利
用
時
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
必
要
性
等
を
踏
ま
え
、

「
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
す
る
。



2-
3-
4.
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
必
要
な
整
理
・
検
討
事
項
例

具
体
的
な
検
討
項
目

（ 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン構
成
方
針
例
)

整
理
・
検
討
事
項
例

1.
 策
定
の
趣
旨

　
●
目
的
、
策
定
の
背
景

　
●
定
義
(ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に掲
げ
る
用
語
の
定
義
)

　
●
責
務
（行
政
、
カ
ヌ
ー
利
用
者
）（
条
例
化
す
る
か
？
）

2.
 カ
ヌ
ー
利
用
者
の
安
全
に
関
す
る
事
項

　
●
安
全
の
た
めに
必
要
な
基
準
の
設
置

3.
 カ
ヌ
ー
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事
項

4.
 カ
ヌ
ー
利
用
に伴
う
自
然
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
事
項

　
●
広
報
・啓
発

　
●
カ
ヌ
ー
利
用
に関
す
る
情
報
提
供
、
助
言
、
そ
の
他必
要
な
事
項

　
●
自
然
環
境
の
負
荷
の
低
減
の
た
めに
必
要
と
な
る
施
設
整
備

　
●
調
査
研
究

　
●
カ
ヌ
ー
利
用
監
視
員
の
設
置
(指
導
及
び
啓
発
活
動
)?

5.
 カ
ヌ
ー
航
行
に
関
す
る
規
制
事
項

　
●
カ
ヌ
ー
航
行
規
制
区
域
・期
間

　
●
停
止
命
令

　
●
原
動
機
の
使
用
(騒
音
、
ス
ピー
ド
)

　
●
カ
ヌ
ー
操
船
者
の
遵
守
事
項

6.
 利
用
負
担
金
に
つ
い
て

7.
 カ
ヌ
ー
利
用
者
と
の
意
見
交
換
の
場
の
設
置

　
●
○
○
会
の
設
置

　
●
○
○
会
の
組
織
等

●
釧
路
川
及
び
釧
路
湿
原
に
関
す
る
関
連
諸
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
整
理

●
法
規
制
状
況
の
整
理
(自
然
公
園
法
、
河
川
法
、
文
化
財
保
護
法
、
河川
巡
視
規
定
等
)

●
釧
路
川
及
び
釧
路
湿
原
へ
の
要
望
整
理
(流
域
・湿
原
・
カ
ヌ
ーア
ン
ケ
ー
ト
結
果
)

●
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
の
問
題
点
等
(メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
)の
整
理
(利
用
委
員
会
の
意
見
、
流
域
・湿
原
・カ
ヌ

ー
等
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
新
聞
記事
等
)

●
釧
路
川
及
び
釧
路
湿
原
の
利
用
状
況
の
整
理
(施
設
、
入
込
み
数
等
)

●
ル
ー
ル
等
の
概
念
図
作
成
(具
体
的
な
規
制
場
所
と
規
制
内
容
の
具
現
化
)

●
カ
ヌ
ー
ル
ー
ル
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
広
報
・啓
発
手
法
の
検
討
(利
用
者
へ
の
情
報
提
供
手
段
、
安
全
教
育
等
を

含
む
)

●
カ
ヌ
ー
利
用
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
等に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
調
査

●
レ
ジ
ャー
利
用
形
態
別
の
自
然
へ
の
影
響
度
調
査

●
利
用
が
自
然
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
・研
究
体
制
の
方
針
検
討

●
河
川
巡
視
員
等
の
監
視
員
の
事
例
整
理
(根
拠
、
巡
視
事
項
・内
容
、
委
嘱
等
)

●
カ
ヌ
ー
利
用
監
視
員
の
設
置
方
針
の
検
討

●
現
状
に
お
け
る
税
金
(道
税
～
普
通
税
、
目
的
税
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
課
税
等
)と
周
辺
施
設
の
使
用
料

の
整
理
(主
旨
、
根
拠
、
現
状
、
罰
則
等)

●
利
用
負
担
金
を
設
定
す
る
場
合
の
検
討
(根
拠
、
手
続
き
、
留
意
点
等)

●
釧
路
川
で
使
用
さ
れ
て
い
る
船
舶
の
種
類
内
容
の
整
理
(カ
ヌ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
種
別
、
概
要
、
駆

動
方
式
、
使
用
エ
ン
ジ
ン
、
形
態
等
の
整
理
)

●
エ
ン
ジ
ン
の
種
類
と
特
性
の
整
理

●
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
状
況
と
カ
ヌ
ー
利
用
状
況
の
オ
ー
バ
ー
レ
イ
化
し
た
検
討
図
作
成
(生
息
箇
所
・時
期
・個
体
数
、

カ
ヌ
ー
利
用
区
間
・時
期
・
利
用数
等
)

●
意
見
交
換
の
場
の
基
本
的
な
考
え
方
の
検
討
(設
立
趣
旨
、
会
の
権
限
と
実
効
性
の
担
保
、
開
催
方
法
、
会

に
参
加
す
る
者
の
特
定
方
法
、
会
の
参
加
者
の
義
務
等
)

●
カ
ヌ
ー
等
船
舶
乗
船
時
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
事
例
整
理

●
釧
路
川
の
カ
ヌ
ー
営
業
者
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
整
理
(カ
ヌ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基に
、
追
跡
調
査
)

●
カ
ヌ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
既
存
資
料
を
基
に
、
カ
ヌ
ー
利
用
情
報
の
提
供
内
容
(利
用
箇
所
、
期
間
、
利
便
施

設
の
位
置
等
)に
つ
い
て
検
討



2-
3-
5.

2-
3-
5.
釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
お
け
る
各
種
条
例
・
ル
ー
ル
等
事
例
の
策
定
構
成

釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
お
け
る
各
種
条
例
・
ル
ー
ル
等
事
例
の
策
定
構
成
(巻
末
参
考
資
料
参
照

巻
末
参
考
資
料
参
照
)

第
1条
 目
的

第
2条
 定
義

第
3条
 基
本
理
念

第
4条
 道
の
責
務

第
5条
 道
民
等
の
役
割

第
6条
 ガ
イ
ド
及
び
事
業
者
の
役
割

第
7条
 道
の
振
興
推
進
計
画
の
策
定

第
8条
 道
民
の
理
解
の
促
進

第
9条
 ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
の
育
成

第
10
条
 ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
者
の
育
成

第
11
条
 
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
を
行
う

者
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
等

第
12
条
 環
境
の
整
備

第
13
条
 推
進
体
制
の
整
備

第
14
条
 財
政
上
の
措
置

附
則

1.
遊
魚
に
関
す
る
ル
ー
ル

　
●
海
面

　
●
内
水
面

2.
気
を
つ
け
た
い
マ
ナ
ー

　
●
共
通
の
マ
ナ
ー

　
●
釣
り
の
マ
ナ
ー

　
●
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、

　
　
遊
漁
船
の
マ
ナ
ー

●
水
上
バ
イ
ク
の
マ
ナ
ー

●
ダ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー

3.
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

　
漁
業
の
調
和

●
釣
り
団
体
に
加
入
し
よ
う

●
資
源
の
増
大
に
向
け
た

　
漁
業
者
の
取
り
組
み

●
漁
場
利
用
規
定

●
北
海
道
遊
魚
指
針

4.
サ
ケ
・
マ
ス
釣
り
に
関
す
る

　
あ
れ
こ
れ

●
内
水
面
(増
殖
、調
査
)

●
海
面
(河
口
付
近
の
規
則
、

　
ラ
イ
セ
ン
ス
海
域
)

5.
 遊
漁
船
を
利
用
す
る
場
合
は

●
船
長
の
義
務

●
守
る
べ
き
船
内
で
の
マ
ナ
ー

　
(船
長
の
指
示
事
項
の
例
)

１
．カ
ヌ
ー
の
乗
り
入
れ
を
制
限

(主
旨
)

２
．カ
ヌ
ー
施
設
利
用
上
の
注
意

　
●
カ
ヌ
ー
施
設
の
開
放
期
間

　
●
ラ
イ
セ
ン
ス
の
交
付

　
●
段
階
的
カ
ヌ
ー
総
量
規
制

　
●
そ
の
他
カ
ヌ
ー
マ
ナ
ー

　
　
の
啓
蒙
事
項

３
．そ
の
他
の
ア
ウ
ト
ド
ア

　
　
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の

　
　
方
々
へ

１
．概
要

２
．制
限
区
間
・
期
間
設
定
理
由

３
．ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
●
カ
ヌ
ー
・
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

　
　
等
へ
の
開
放
区
間
、時
期
、

　
　
時
間
帯
(阿
寒
川
・
舌
辛
川
)

　
●
利
用
制
限
の
強
化

　
●
利
用
の
事
前
協
議

　
●
そ
の
他

　
　
(含
、マ
ナ
ー
の
啓
発
事
項
)

前
文
第
1章
 総
則

　
第
1 
目
的

　
第
2 
定
義

　
第
3 
県
の
責
務

　
第
4 
レ
ジ
ャ
ー
利
用
者
の
責
務

　
第
5 
関
係
事
業
者
の
責
務

第
2章
 レ
ジ
ャ
ー
活
動
に
伴
う
環
境

　
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
施
策

　
第
6 
基
本
計
画
の
策
定

　
第
7 
広
報
・
啓
発
等

　
第
8 
県
民
等
の
活
動
の
促
進

　
第
9 
公
共
的
施
設
の
整
備

　
第
10
 調
査
研
究

　
第
11
 琵
琶
湖
レ
ジ
ャ
ー
利
用

　
　
　
監
視
員
の
配
置

第
3章
 プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
航
行

に
関
す
る
規
制
等

　
第
12
 プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
航
行
を
規
制
す
る
水
域

　
第
13
 プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
航
行
の
禁
止

　
第
14
 停
止
命
令

　
第
15
 2
サ
イ
ク
ル
の
原
動
機
の
使
用
禁
止

　
第
16
 改
造
を
加
え
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
航
行
の
禁
止

　
第
17
 プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
操
船
者
等
の
遵
守
事
項

第
4章
 外
来
魚
の
再
放
流
の
禁
止
等

　
第
18
 外
来
魚
の
再
放
流
の
禁
止

　
第
19
 水
鳥
の
生
息
地
へ
の
配
慮

第
5章
 環
境
配
慮
製
品
の
開
発
お
よ
び
普
及

　
第
20
 環
境
配
慮
製
品
の
開
発
等

　
第
21
 環
境
配
慮
製
品
の
使
用

　
第
22
 環
境
配
慮
製
品
の
使
用
の
促
進

第
6章
 滋
賀
県
琵
琶
湖
レ
ジ
ャ
ー
利
用
適
正
化
審
議
会

　
第
23
 滋
賀
県
琵
琶
湖
レ
ジ
ャ
ー
利
用
適
正
化
審
議
会

　
　
　
 の
設
置

　
第
24
 審
議
会
の
組
織
等

第
7章
 雑
則

　
第
25
 規
則
へ
の
委
任

　
第
26
 罰
則

施
行
期
日

1.
策
定
の
趣
旨

　
●
目
的
、策
定
の
背
景

　
●
定
義
(ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

  
  
掲
げ
る
用
語
の
定
義
)

　
●
責
務（
行
政
、カ
ヌ
ー
利
用
者
）

　
 （
条
例
化
す
る
か
？
）

2.
カ
ヌ
ー
利
用
者
の
安
全
に

　
関
す
る
事
項

　
●
安
全
の
た
め
に
必
要
な
基
準

　
　
の
設
置

3.
カ
ヌ
ー
利
用
の
推
進
に
関
す
る
事

　
項
4.
カ
ヌ
ー
利
用
に
伴
う
自
然
環
境

　
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
事
項

　
●
広
報
・
啓
発

　
●
カ
ヌ
ー
利
用
に
関
す
る

　
　
情
報
提
供
、助
言
、

　
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
●
自
然
環
境
の
負
荷
の
低
減
の

　
　
た
め
に
必
要
と
な
る
施
設
整
備

　
●
調
査
研
究

　
●
カ
ヌ
ー
利
用
監
視
員
の
設
置

　
　
(指
導
及
び
啓
発
活
動
)?

5.
カ
ヌ
ー
航
行
に
関
す
る
規
制
事
項

　
●
カ
ヌ
ー
航
行
規
制
区
域
・
期
間

　
●
停
止
命
令

　
●
原
動
機
の
使
用

　
　
(騒
音
、ス
ピ
ー
ド
)

　
●
カ
ヌ
ー
操
船
者
の
遵
守
事
項

6.
利
用
負
担
金
に
つ
い
て

7.
カ
ヌ
ー
利
用
者
と
の
意
見
交
換

　
の
場
の
設
置

　
●
○
○
会
の
設
置

　
●
○
○
会
の
組
織
等

北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
振
興
条
例

北
海
道
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ル
ー
ル
20
02

別
寒
辺
牛
川
カ
ヌ
ー

下
り
ラ
イ
セ
ン
ス

タ
ン
チ
ョ
ウ
保
護

の
た
め
の
阿
寒
川
・
舌
辛
川

の
利
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

滋
賀
県
琵
琶
湖
レ
ジ
ャ
ー
利
用

の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
要
綱

釧
路
川
カ
ヌ
ー
利
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(構
成
事
例
)



 

 第 1 回(H14.12.9) 
• 部会の運営方針(素案)についての議論(設立趣旨、規約、メンバー構成、部会の検討方針) 

• カヌー利用ガイドライン策定方針(素案)についての議論(作成方針、作成スケジュール、各種事例) 

2-3-6.これまでの検討経緯と今後の方針 

Ｈ
１
４
年
度 

Ｈ 
 

１ 
 

５ 
 

年 
 

度 

Ｈ
１
６
年
度 

 

第 2 回(H15.2.18) 
• 第 1 回議事概要の確認 

• カヌー利用ガイドライン策定方針(案)についての議論(各種事例を基にした内容の議論、作成方針

(案)、作成スケジュール(案)) 

第 6 回(H16．3 月中旬予定) 
• 第 5 回議事概要の確認 

• 一般及びカヌー利用者の意見聴取結果を踏まえたガイドライン(素案)についての内容議論 

第 3 回(H15.6.9) 
• 第 2 回議事概要の確認 

• 鳥類調査方針 

• 先進事例の報告、ガイドライン(目次構成案、概略案(1.策定の趣旨、2.カヌー利用者の安全について))

第 4 回(H15.9.16) 
• 第 3 回議事概要の確認、鳥類調査結果(概況)、カヌー利用がタンチョウに及ぼす影響分析方針案 

• ガイドライン(目次修正案、概略案(1.及び 2.の修正案、3. カヌー利用に伴う自然環境への負荷の低

減に関する事項)) 

第 5 回(H15．12.15) 
• 第 4 回議事概要の確認 

• 鳥類調査結果報告、ガイドライン(概略案(1.2.3.の修正案、4.カヌー航行に関する規制、5.利用負担

金、6.利用者との意見交換の場等)) 

• 一般及びカヌー利用者との意見交換方針(案) 

カヌー利用に関する意見交換会(第 1 回) 

(H16.1.22) 
• これまでの検討経緯と今後の方針 

• ガイドライン概略案について意見交換 

カヌー利用に関する意見交換会(第 2 回) 

(H16.2.27 予定) 
• ガイドライン概略案を基に、具体的な利用、

ルールマナーの醸成について意見交換 

カヌー利用者からの意見聴取アンケート

(H16.3 月下旬予定) 
• 素案について郵送によるアンケート調査 

• 一般利用者、営業者を対象(釧路川流域内の利

用者) 

一般からの意見聴取(H16.3 月下旬予定) 
• 素案を新聞掲載(流域を対象) 

• 素案を HP 掲載(全国を対象) 

第 7 回(H16.4 月上旬予定) 
•  第 6 回議事概要の確認 

•  カヌー利用ガイドライン(素案)についてカヌー利用者及び一般からの意見聴取結果について 

•  カヌー利用ガイドライン(修正案)について 

第 8 回(H16.4 月下旬予定) 
• 第 7 回議事概要の確認 

• カヌー利用ガイドライン(策定案)について 

カヌー等利用ガイドラインの広報・周知(H16.5～) 
•  カヌー利用者等を集め説明会の開催 

•  ガイドラインの配布(関係機関、カヌー利用者、観光協会等) 



2-4.釧路川におけるトイレのあり方検討会について

カヌーのメッカ釧路川

釧路湿原の大自然の中を滔々と流れ、幾つもの湖沼を抱え特有の野生動植物にも出合うことのできる
釧路川は、カヌーポートの整備も進められ全国有数のカヌーのメッカとして、愛好家の垂涎の的となって
おり、年間１２，０００人もの利用がある。
また、フライやルアーをはじめとする釣り人の入り込みも相当あるものと推測されている。

影響 保全活用
釧路湿原、釧路川を自然・レク 糞尿放置、水質汚染、動植物 湿原の環境を保全し、自然再
リエーションの場として、観光資 への影響、ごみの投棄、河岸の 生を進め、共生を目指す。
源として活用。 崩壊 など

ガイドラインの策定トイレ問題
水と触れ合いながらの長時間滞在において、排せ カヌー、釣り人に利用にかかるモラルの高揚を求め
つは必然的な問題。野中の排せつは、環境への負 る、マナーやルールづくり
荷、動植物への影響、景観の悪化に繋がる。

検討の必要
カヌーガイドライン作成WGトイレの必要性の有無、あり方などトータル的な検

討が必要。

情報交換
連携・協議

釧路川におけるトイレのあり方検討会

調査 既存トイレの設置状況 検討 既存トイレの有効活用
カヌー客の入り込み、動向 トイレ設置の可能性
トイレの可能性 携帯トイレの可能性
（浄化方法、維持費、制度等） 入り込み規制 など
携帯トイレの可能性
山岳トイレについての検証 検討結果については、択一的な考えを避け、

選択の余地を十分考慮する。

○ 構成員
釧路市、釧路町、標茶町、弟子屈町、環境省東北海道地区自然保護事務所、国土交通省釧路開発建設部、
（財）北海道河川防災研究センター、北海道釧路支庁（事務局）

○ これまでの経過
平成15年３月26日 第１回検討会開催

・趣旨等について
・進め方について

平成15年５～６月 現在設置されているトイレに係る実態調査→結果取りまとめ
・流域関係機関へのアンケート調査

平成15年８～９月 釧路川でのカヌー利用におけるトイレのあり方調査→結果取りまとめ
・カヌー事業者・愛好家団体へのアンケート調査
・カヌー利用者への聞き取り調査

（平成15年11月15日 釧路湿原自然再生協議会発足）

○ 今後の予定
平成16年春～夏 「釧路川における今後のトイレのあり方」素案作成・検討

平成16年秋 一般に対して幅広く意見聴取

平成16年冬 修正・検討

（途中経過についても随時小委員会に報告）平成17年春 「釧路川における今後のトイレのあり方」を小委員会に報告



2-5.「 市 民 参 加 ・ 環 境 教 育 の 推 進 に 関 す る １０ の 提 言 」 の 具 体 的 施 策 の 進 捗 状 況　　（未定稿）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 148 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

自然再
生大会

再　生
協議会

環　境
教　育
フェア

全　国
高校生
環　境
ｻﾐｯﾄ

各　種
観察会
（EMC
等）

21世紀
道ｳｫｰｸ

ミ　ニ
シンポ

釧路湿
原ボラ
ンティ
アＲの
会

釧路湿
原川Ｒ

子ども
パーク
Ｒ

ガイド
マップ

環境
教育
資料

カヌー
ガイド
ライン

各　種
パンフ
作成

ﾆｭｰｽ
レター

ＨＰの
開設
タッチ
パネル

森　林
再　生

水　質
浄　化
実　験

JICA
研修
修　学
旅　行

人々と湿原の接点を増やす ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対象に応じた多様なアプローチを用意する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然や環境以外の関心に訴える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湿原の恵みを知る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開発と保全の歴史を伝える ○ ○ ○ ○ ○ ○

集水域の人間活動と湿原のつながりを伝える ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人と野生生物との関係を考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湿原と人とのよりよい関わりを創り出していく ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保全や再生のための制度を伝える ◎ ◎ ○ ○ ○

民間団体の取り組みを伝える ◎ ○ ○ ○ ○

拠点施設での広報を改善する ○ ○

メディアに発信する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報発信から人的交流へ ○ ○ ○ ○

情報公開に基づく各主体間の合意形成 ○ ○ ○ ○

地域間の合意形成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

情報基盤づくり ◎ ○ ○ ○

誰でも参加できるオープンな仕組みと、日常的な意思疎通 ○ ○ ○ ○ ○ ○

参加のデザインをつくる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域・市民の当事者意識を引き出す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参加の機会を用意する ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参加しやすくする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

参加の魅力をつくる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専門家の参加の促進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

間接的な協力の輪を広げる ○ ○ ○ ○ ○

民間活動への支援を募る ○ ○ ○ ○

買い物や消費を通して協力する仕組みを作る ○ ○ ○

ビジターセンター等の機能を強化する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然再生事業の今を学ぶ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対象に応じた環境教育の展開と支援 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

小中学校での教育と連動させる ◎ ○ ◎ ○

高等教育と連動させる ○ ◎ ○ ◎ ○

釧路湿原を環境教育と人づくりのメッカに ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

湿原を楽しむ文化を創る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

湿原の利用にルールと負担を求める ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

エコツーリズムを地域産業として浸透させる ○ ○ ○ ○ ○

ワークキャンプを定着させる ○ ○

一元的な広報活動を ○ ○ ○

国立公園利用施設の存在のアピールを ○ ○ ○ ○ ○ ○

観光拠点で湿原情報提供を ○ ◎ ○ ○

適正な対価でのサービス提供を

双方向のコミュニケーションを ○ ○ ○

「場」を担う人づくり ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

既存施設も活用した「場」づくり ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

近隣のプロジェクトとの連携 ○ ○ ○ ○

国際的な視野での連携 ○ ○ ○ ○ ○ ○

自然再生事業を協働の実験場に ◎ ○ ○ ○ ○

自然再生への取り組み その他

４．自然再生について情報公開と合意形成を進
める

５．自然再生に地域・市民の参加を促す

１０．人・施設・地域のネットワークをつくる

６．自然再生への幅広い支援・協力を求める

７．湿原と継続的に関わる学びの機会をつくる

８．国立公園の新しい利用形態を創り出す

９．湿原を訪れる人へのサービスを改善する

２．湿原と人との関わりの歴史と今を知る

３．自然再生の仕組みや動きを広める

提　　　　　言 項　　　　　目

実　　　　　施　　　　　項　　　　　目
イベント・会議 情報発信

１．人々の湿原への関心を喚起する

関係団体による諸活動



項目 № 実　　　　　施　　　　　内　　　　　容

1 釧路湿原自然再生大会の実施

2 自然再生協議会の設立・開催

3 環境教育フェア2004（2/21実施予定）

4 全国高校生環境サミット（標茶高校）

5 各種行事（VC、EMC、市町村等主催の観察会等）

6 釧路湿原２１世紀の道ウォーキング

7 ミニシンポジウム（標茶町、鶴居村）

8

9

10 釧路湿原国立公園ボランティアレンジャーの会

11 釧路湿原川レンジャー

12 子どもパークレンジャー

13

14

15 ガイドマップの作成

16 環境教育 学習資料の作成

17 カヌーガイドラインの作成

18 パンフレットの作成（釧路方式パンフ　ほか）

19 ニュースレター

20 ＨＰの開設

21 国立公園案内（タッチパネルの設置）

22

23

24 森林再生（達古武、トラストサルン釧路）

25 水質浄化実験（標茶高校とカムイエンジニアリング）

26

27

28 ＪＩＣＡ研修（KIWC）

29 修学旅行（釧路湿原やちの会）

30

31

そ
の
他
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３．今後の調査・検討方針について

釧路湿原自然再生協議会再生普及小委員会の枠組み（案）

（１）ワーキンググループ

（既設ワーキンググループ）

●釧路湿原環境教育ワーキンググループ

【目 的】引き続き、環境教育資料作成、地域リーダー育成について検討

（ 、 ）敬称略 ＊印は 再生普及小委員会委員

メンバー：佐藤 吉人（ＮＰＯ法人釧路湿原やちの会事務局長） ＊

渡部 清紀（くしろネイチャーゲームの会） ＊

川崎 民子（釧路市立柏木小学校教諭）

神治 晋一（釧路市立大楽毛小学校教諭）

蔵光 貴弘（釧路町立富原小学校教諭）

住田 隆之（弟子屈町立和琴小学校教諭）

濱崎 誠三（標茶町立塘路中学校教諭）

水澤 好克（鶴居村立幌呂中学校教諭）

大島 茂樹（標茶町企画振興室振興課） ＊

加茂 誠志（アウトドア教育事務所）

平塚 一明（ 有）ノースイーストカヌーセンター代表）（

日高 哲二（ オルダー）Nature Office

大西 英一（釧路自然保護協会幹事長） ＊

関係機関：東北海道地区自然保護事務所、釧路開発建設部治水課

事 務 局：釧路教育局生涯学習課

●釧路湿原保全と利用の総合ガイドマップ作成ワーキンググループ

【目 的】引き続き、ガイドマップの作成について検討

メンバー：佐藤 吉人（ＮＰＯ法人釧路湿原やちの会事務局長） ＊

杉沢 拓男（ＮＰＯ法人トラストサルン釧路事務局長) ＊

橘 利器（トラウトフォーラム会員） ＊

夏堀 勝治（釧路観光連盟） ＊

西川 栄明（アウトドアライター） ＊

渡部 清紀（くしろネイチャーゲームの会） ＊

関係機関：釧路教育局生涯学習課、釧路開発建設部治水課

事 務 局：東北海道地区自然保護事務所



●釧路川カヌーガイドライン策定ワーキンググループ

【目 的】引き続き、ガイドラインの策定について検討

メンバー：岩渕 鉄男（釧路カヌー連絡協議会） ＊

杉沢 拓男（ＮＰＯ法人トラストサルン釧路事務局長）＊

西川 栄明（アウトドアライター） ＊

百瀬 邦和（ 財）山階鳥類研究所研究員） ＊（

松本 文雄（阿寒国際ツルセンター） ＊

関係機関：釧路教育局生涯学習課、東北海道地区自然保護事務所

事 務 局：釧路開発建設部治水課

（新設ワーキンググループ）

●「１０の提言」行動計画作成ワーキンググループ

【目 的】提言に掲げられた事項の行動計画の作成

メンバー： 小委員会委員＋外部メンバーによって構成）（

事 務 局：東北海道地区自然保護事務所

（２）検討会

（既設検討会）

○釧路川におけるトイレのあり方検討会

【目 的】引き続き、釧路川沿のトイレのあり方について検討

メンバー：関係行政機関（今後、小委員会委員等も参画）

事 務 局：北海道釧路支庁環境生活課

（３）その他当面の検討課題

以上の課題の他、当面、取り組むべき課題は？



 
 
 
 

【 参 考 資 料 】 
 

 
釧路湿原自然再生協議会設置要綱 

 

釧路湿原自然再生協議会運営細則 
 



釧路湿原自然再生協議会設置要綱  
                                 
 
第１章 総 則  
 
（名 称）  
第１条 この自然再生協議会は、釧路湿原自然再生協議会（以下「協議会」と称

する）という。  
 
（対象区域）  
第２条 協議会で検討する自然再生の対象区域は、釧路湿原及びその流域とする。 
 
第２章 目的及び協議会所掌事務  
 
（目 的）  
第３条 釧路湿原の自然再生を推進するため、必要となる事項の協議を行うこと

を目的とする。  
 
（所掌事務）  
第４条 協議会は、次に掲げる事務を行う。  
 （１） 自然再生全体構想の作成  
 （２） 自然再生事業の実施計画案の協議  
 （３） 自然再生事業の実施に係る連絡調整  
 （４） その他必要な事項  
 
第３章 構 成  
 
（構 成）  
第５条 協議会は、次に掲げる委員及びオブザーバーをもって構成する。  
 （１）委 員  
  ①自然再生事業を実施しようとする者  
  ②地域住民、ＮＰＯ等、自然環境に関し専門的知識を有する者、土地所有者    
   等、その他①の者が実施しようとする自然再生事業又はこれに関連する自  
然再生に関する活動に参加しようとする者  

  ③関係行政機関及び関係地方公共団体  
 （２）オブザーバー  



   協議事項との関わりが深く協議会に出席が必要とされる者  
２ 委員の任期は１年とする。  
３ 委員は募集によるものとし、再任は妨げない。  
 
（委員資格の喪失）  
第６条 委員は、次の事由によって、その資格を喪失する。  
 （１）辞任  
 （２）死亡、失踪の宣言  
 （３）団体若しくは法人の解散  
 （４）解 任  
 
（辞任及び解任）  
第７条 辞任しようとする者は、第１２条に規定する運営事務局に書面をもって

連絡しなければならない。  
２ 協議会の運営に著しい支障をきたす場合、協議会の合意により委員を解任す  
 ることができる。  
 
第４章 会長及び会長代理  
 
（会長及び会長代理）  
第８条 協議会に会長及び会長代理を各１名置き、委員の互選によりこれを定め

る。  
２ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。  
３ 会長代理は、会長を補佐し、必要に応じ会長の職務を代理する。  
 
第５章 会議および小委員会  
 
（協議会の会議）  
第９条 協議会の会議は、会長が召集する。  
２ 協議会の会議の議長は、会長がこれにあたる。  
３ 会長は、協議会の会議の進行に際して専門的知見を有する者の意見を聴取す

ることを必要と認める場合、協議会の会議に委員以外の者の出席を要請するこ

とができる。  
４ 協議会は必要に応じ、第１０条に規定する小委員会での検討状況報告を求め

ることができる。  
 



（小委員会）  
第１０条  協議会は、第１４条に規定する運営細則の定めにより、小委員会を置  
くことができる。  
２  協議会委員及びオブザーバーは小委員会に所属することができる  
３ 小委員会の委員長は、小委員会構成委員の互選により選出する。  
４ 小委員会は委員長の召集により開催される。  
５ 小委員会は次の事項を協議する。  

（１）実施計画案の内容  

（２）実施計画に基づくモニタリング結果  

  （３）その他必要な事項  
６ 委員長は、小委員会の会議の進行に際して専門的知見を有する者の意見を聴

取することを必要と認める場合、小委員会の会議に委員以外の者の出席を要請

することができる。  
７ 小委員会は、協議概要を第９条に規定する協議会の会議に報告する。  
 
（公 開）  
第１１条  協議会の会議及び小委員会は、希少種の保護上または個人情報  
の保護上支障のある場合を除き、原則公開とする。  
２ 協議会の会議及び小委員会を開催する際には、日時、場所等について予め広

く周知を図る。  
３ 協議会の会議及び小委員会の資料は、ホームページ等で公開する。  
４ 協議会の会議及び小委員会の議事結果は、要旨をとりまとめて議事要旨とし、

ホームページ等で公開する。  
 
第６章 運営事務局  
 
（運営事務局）  
第１２条 協議会の会務を処理するために運営事務局を設ける。  
２ 運営事務局は釧路支庁、釧路土木現業所、釧路開発建設部、東北海道地区自  
然保護事務所で構成し、共同で運営する。  

 
（運営事務局の所掌事務）  
第１３条 運営事務局は、次に掲げる事務を行う。  
 （１）第９条に規定する協議会の会議の議事に関する事項  
 （２）第１１条に規定する協議会の会議の議事要旨の作成及び公開に関する事

項  



 （３）その他協議会が付託する事項  
第７章 補 則  
 
（運営細則）  
第１４条 この要綱に規定することの他、協議会の運営に関して必要な事項は、

第９条に規定する協議会の会議の同意を経て、会長が別に規定する。  
 
（要綱改正）  
第１５条 この要綱は、第５条に規定する協議会の委員の発議により、協議会の

会議に出席した委員の合意を得て、改正することができる。  
 
 
附 則  
 この要綱は、平成１５年１１月１５日から施行する。  
 

 

 

 

 

 

 



      釧路湿原自然再生協議会運営細則      

                      

 
第１章 小委員会  

（設 置）  
第１条 協議会に次の小委員会を設置する。  

①湿原再生小委員会  

②旧川復元小委員会  

③土砂流入小委員会  

④森林再生小委員会  

⑤水循環小委員会  

⑥再生普及小委員会  

 
（検討事項）  
第２条 各小委員会では、次の事項を検討する。  

  ①湿原再生小委員会  

湿原の再生（野生生物の生息環境修復を含む）に関する実施計画とその

実施状況、モニタリング結果等  

  ②旧川復元小委員会  

河川の再蛇行化に関する実施計画とその実施状況、モニタリング結果等  

  ③土砂流入小委員会  

河川への土砂流入防止に関する実施計画とその実施状況、モニタリング

結果等  

  ④森林再生小委員会  

森林の再生（野生生物の生息環境修復を含む）に関する実施計画とその

実施状況、モニタリング結果等  

  ⑤水循環小委員会  

水質、地下水の動態把握・評価、湖沼の再生（野生生物の生息環境修復

を含む）等に関する実施計画とその実施状況、モニタリング結果等  

  ⑥再生普及小委員会  

釧路湿原の適正な保全と利用の推進並びに自然再生を活用した環境教育、

市民参加、情報の発信及び提供等に関する事項等  

 
（小委員会事務局）  
第３条 小委員会の会務を処理するための事務局を設ける。  
２ 事務局は、協議会運営事務局が兼ねる。  



（事務局の所掌事務）  

第４条 事務局は、次に掲げる事務を行う。  

（１）小委員会の会議の運営  

 （２）小委員会の会議の議事要旨の作成及び公開に関する事項  

 （３）その他小委員会が付記する事項  

 
第２章 協議会及び小委員会の運営  
（協議会及び小委員会の傍聴）  
第５条 協議会の会議及び小委員会は、傍聴ができる。  
２ 傍聴者は、原則として会議中に発言することはできない。  
３ 傍聴者の受け入れは、希望者全てが傍聴できることを基本とし、傍聴の申し

込みを当日会場で受け付ける。  
 
（協議会及び小委員会の記録）  
第６条 運営事務局は、協議会の会議及び小委員会の議事要旨を、公開する前に  
原則として、会長又は委員長及び発言した委員の確認を得なければならない。  

 
第３章 補 則  

（細則改正）  
第７条 この細則は、要綱第５条に規定する協議会の委員の発議により、協議会

の会議の出席委員の同意を得たうえで、会長が改正することができる。  

 

 

附 則  

 この細則は、平成１５年１１月１５日から施行する。  



 
 
 
 

【 資  料 】 
 

 
■ 環境教育資料 

 

■ NPO 法人釧路湿原やちの会活動報告書 
 

■ 塘路・茅沼地域における取り組み 
 











 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、天候にも恵まれ、新聞発表等による公

募で集まった参加者が湿原でのウォーキング

を楽しみました。 

参 加 人 数：１３６名 
ガ イ ド ス タ ッ フ：６名 
ボランティアスタッフ：１０名 
運 営 ス タ ッ フ：１０名 

参加者の層も幅広く、4才から70代まで、お

一人での参加から、家族連れ、アベック、グ

ループでの参加など、思い思いの楽しみ方を

しました。 

実施日時：2003年 9月 21日 
実施場所：釧路湿原右岸堤防付近（安原新釧路大橋～温根内ビジターセンター）

旧鶴居軌道（温根内ビジターセンター～北斗） 
      広域農道開通予定道路（北斗～安原新釧路大橋） 

散策距離：24kmコース（102名完歩）
散策距離：11kmコース（34名完歩）



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

釧路湿原の背景に聳える阿寒の山々という絶景を満喫。タンチョウやアオサギ、ミンクな

どの動物達との遭遇。参加者同志のコミュニケーションを楽しみながらのウォーキングは、

事故もなく、参加した方々に満足していただくことができました。 

昼食を各自思い思いの場所で食べたり、温根内

の中継地点では、ザリガニ釣りのアトラクショ

ンも楽しみました。 

最初の到着者は、24kmをなんと 3時間 15分でゴールしました。 
ゴミを拾いながら歩く、大学生の参加者もいました。 
障害のある方の参加もありました。 
最終到着者は 6才で 24kmを歩ききった就学前のこどもでした。 

運営：釧路湿原21世紀の道実行委員会 
NPO法人釧路湿原やちの会 
ボランティアネットワーク チャレンジ隊 他 

「来年はやらないの？」という参加者からのリクエストも多く、検討のための材料とし
て参加者へ参加賞とアンケートを郵送しました。 

所要時間：6時間30分 
（9時スタートして、最終到着者が24km地点ゴールに到着するまでの時間） 

 



塘路・茅沼地域における取り組み 
～水生植物を用いた水質浄化実験について～ 

 
１． 目 的 
 釧路湿原に生育している水生植物を用いて、温泉排水の水質浄化実験を実施し、

野外での応用の可能性を検討する。 
 事業は地元の環境共生型ベンチャー企業に委託。標茶高校の協力を得て実施

することを通じ、環境教育上の効果も期待できる。 
 
２． 平成１４年度事業の概要 
（１） 標茶町茅沼地区 

 実験場所： 標茶町茅沼地区より温泉排水を採取し、標茶高校ビニールハウ   
       ス内で実施。（平成１４年１２月～） 

 実験内容： ヨシ、エンコウソウなど４種類の実験用植物を植栽したネット 
       （網状構造体）を排水槽に浮かせ、定期的に pH、BOD、COD など    

       ７項目の水質を測定。 

 実験結果： 実験期間が３ヶ月弱と短く、また植物の生育状況が悪かったこ 
       とから、浄化機能の確認までには至らなかった。 

（２） 標茶町塘路地区 
 調査内容： 標茶町塘路地区において、生活雑排水を７～８箇所で採取し、 
       水質を測定。温泉排水と同様の処理が可能かどうかを検討。 

 調査結果： 冬期のみの水質測定では不十分なのでさらに年間を通じた調査 
       が必要。 
 
３． 平成１５年度事業の概要 
 昨年度に引き続き、湿原に生育する植物を用いて温泉排水及び生活雑排水の水

質浄化実験を実施する。 
（１） 標茶町茅沼地区 
 ビニールハウス内での実験に加え、温泉排水放流池周辺のヨシの成分分析（窒

素、リン酸、カリ、塩分濃度）を行い、温泉排水によるヨシ生育への影響を調

査する。 
（２） 標茶町塘路地区 
 生活雑排水を採取し、ビニールハウス内で水質浄化実験を実施するとともに、

排水路での定期的な水質測定を行う。 
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